
災害時の救援活動 立教１７７年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
平成２６年

１２月１日

第２号

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

北
海
道
教
区
災
救
隊
で
は
、
来
年
実
施
さ
れ
る
本

部
主
催
『
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
』
の
日
程
を
関
係

平
成

委
各
所
と
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、

27

で
実
施
す

年
６
月

日
か
ら
７
月
１
日
の
二
泊
三
日

29

る
と
決
定
し
た
。
訓
練
地
は
本
年
の
平
時
訓
練
を
実

施
し
た
十
勝

鹿
追
町
周
辺
を
予
定
し
て
い
る
。

平
時
訓
練
で
は
ウ
ペ
ペ
サ
ン
ケ
山
の
登
山
道
ま
で

の
林
道
整
備
を
行
っ
た
が
、
林
道
の
浸
食
が
大
き
く

復
旧
の
目
途
が
立
た
な
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、
ブ
ロ

ッ
ク
訓
練
で
は
同
町
か
ん
の
温
泉
周
辺
や
然
別
湖
周

辺
の
遊
歩
道
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

、

、

ま
た

宿
営
地
も
自
然
ラ
ン
ド
か
ら
変
更
と
な
り

鹿
追
町
市
街
地
に
ほ
ど
近
い
、
北
鹿
追
公
民
館
周
辺

と
な
っ
た
。
こ
こ
は
「
天
理
教
団
体
開
拓
記
念
碑
」

が
あ
り
、
鹿
追
町
の
礎
を
築
か
れ
た
天
理
教
入
植
者

の
方
々
の
正
に
「
あ
ら
き
と
う
り
ょ
う
」
精
神
の
結

集
さ
れ
た
熱
い
思
い
を
感
じ
る
所
で
あ
る
。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
は
平
時
訓
練
に
も
増
し
て

体
制
連
携
の
確
認
、
隊
員
の
自
覚
と
向
上
を
目
刺
し

立
教
１
７
８
年

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
日
程

有
事
に
備
え
た
訓
練
と
な
る
よ
う
、
多
く
の
隊
員
の

参
加
を
求
め
た
く

月
２
日
、
全
道
隊
長
会
議
を
開

12

催
す
る
。

会
議
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
詳
細
と
災
救
隊
の
目
指

す
べ
き
も
の
で
あ
る
、

一
、
信
仰
信
念
の
強
化

一
、
地
域
ひ
の
き
し
ん
活
動
の
率
先
推
進

一
、
災
害
時
の
救
援
活
動

の
三
つ
の
任
務
に
つ
い
て
ね
り
あ
い
を
行
い
、
会
議

終
了
時
に
は
神
名
流
し
を
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

函
館
支
部
隊

訓
練
報
告

９
月

日

函
館
支
部
災
救
隊

28

（
佐
藤
修
一
隊
長
）
で
は
支
部

平
時
訓
練
を
実
施
致
し
ま
し

た
。今

回
は
バ
ッ
ク
ホ
ー
（
ユ
ン

ボ
）
と
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
使

用
し
て
、
実
際
に
地
面
の
掘
削

や
土
砂
の
搬
送
を
経
験
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
初
め
て
重
機
を

操
作
す
る
方
が
多
く
、
緊
張
感

の
中
に
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で

く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使
用

し
て
丸
太
の
伐
採
や
草
刈
り
に

も
汗
を
流
し
ま
し
た
。

来
年
も
実
施
さ
せ
て
頂
く
予
定

で
す
。

尚
、
今
回
の
訓
練
は

名
の
参

12

加
を
頂
き
ま
し
た
。

鹿追町天理教団体開拓記念碑

北海道ブロック訓練
平成27年６月２９日、６月３０日、７月１日



信仰信念の強化 立教１７７年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

函
館
支
部
隊
平
時
訓
練

バックホーの操縦訓練（どちらも緊張します）勢揃いした隊員へ挨拶、諸説明する佐藤隊長

重機をバックに集合写真、パシャッ！

冬の主役、タイヤショベルの操作もしました。 細やかな指導に、技術が身につきます。

チェンソーを使っての訓練。汗が滴ります。



地域ひのきしん活動の率先推進 立教１７７年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

本
部

白
川
地
区

整
備
ひ
の
き
し
ん

11月の親里は紅葉真っ盛り

あまりの急斜面に驚きの声あげ、互いの顔を見合わす。

、

、

北
海
道
教
区
隊
か
ら
の
参
加
は

奥
村
教
区
隊
長

今
井
教
区
副
隊
長
、
藤
田
網
走
支
部
隊
長
、
空
知
高

、

。

坂
隊
員

札
幌
東
奥
村
功
隊
員
の
５
名
が
参
加
し
た

日
の
祭
典
後
、
白
川
地
区
に
集
合
し
た
が
朝
か

26
ら
の
降
雨
に
よ
り
作
業
は
中
止
と
な
っ
た
。
と
い
う

の
も
現
場
は
斜
度

度
を
越
す
急
斜
面
も
あ
っ
て
、

30

ス
パ
イ
ク
地
下
足
袋
を
履
い
て
も
、
滑
り
落
ち
る
危

険
が
あ
り
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
事
故
に
つ
な
が
る
と
の

判
断
か
ら
と
い
え
よ
う
。

中
止
を
決
定
す
る
判
断
は
、
各
教
区
隊
に
は
大
い

に
参
考
と
な
っ
た
。
中
止
決
定
後
、
隊
員
達
は
現
場

、

、

を
確
認
し

刈
払
い
機
の
始
動
点
検
な
ど
を
行
っ
て

一
日
目
の
ひ
の
き
し
ん
を
終
え
た
。

、

二
日
目
は
予
定
よ
り

分
早
く
現
場
集
合
と
な
り

30

杉
林
の
間
伐
に
支
障
の
あ
る
下
草
刈
り
と
、
雑
木
の

伐
採
に
、
班
毎
に
分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
た
。
順
次

先
頭
隊
員
に
続
い
て
草
刈
り
を
開
始
す
る
が
、
道
な

き
道
を
進
み
な
が
ら
の
作
業
は
、
振
り
返
る
と
広
場

が
出
来
た
り
、
下
の
景
色
も
広
が
り
を
見
せ
充
実
感

と
、
満
足
感
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

虫
も
少
な
く
、
適
温
の

月
の
お
ぢ
ば
で
良
か
っ

11

た
な
と
、
一
同
は
汗
を
拭
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
ひ

の
き
し
ん
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。

月

日
、

日
と
災
救
隊
本
部
主
催
の
白
川
地

11

26

27

区
整
備
ひ
の
き
し
ん
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ひ
の
き
し

ん
は
白
川
地
区
の
山
林
を
管
理
す
る
管
財
課
の
要
請

に
、
災
救
隊
本
部
が
応
え
毎
年
、
６
月
、

月
の
年

11

二
回
実
施
し
て
い
る
。
北
海
道
教
区
隊
と
し
て
は
二。

年
に
一
度

月
に
当
番
教
区
と
し
て
参
加
し
て
い
る

11

今
回
は
、
東
京
、
千
葉
、
埼
玉
、
群
馬
、
栃
木
、
神

奈
川
、
茨
城
、
福
井
、
石
川
、
富
山
、
新
潟
、
北
海

道
の

教
区

名
が
参
加
し
た
。

12

62

、 。うっそうとした茂みを切り開く 高坂隊員



災救通信 立教１７７年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

雨天のため、高まる思いを明日へ持ち越す。

教 区 スタッフ 紹 介

氏 名 支 部 直 属 所 属

隊 長 奥村 尚人 札幌東 津 軽 六 華

隊 長 補 小杉 博美 小 樽 山 名 拓 葉

隊 長 補 堤 文雄 札幌東 芦 津 太 美

隊 長 補 川俣 教司 南空知 兵 神 志 文

隊 長 補 荒木 志朗 札幌北西 芦 津 恵 庭

副 隊 長 今井 浩一 旭 川 東 濃 北 鷹

副 隊 長 佐藤 修一 函 館 敷 島 北 治

副隊長補 今里 秀道 札幌中南 奈 良 奈 幌

副隊長補 野崎 敏治 札幌北西 甲 賀 西札幌

副隊長補 高坂 正道 空 知 府 内 濱 益

副隊長補 菅野 智司 渡 島 小 牧 道 相

副隊長補 高石 博幸 札幌東 小南部 北 拓

副隊長補 奥村 功 札幌東 津 軽 六 華

副隊長補 富山 知一 南空知 夕 張 栗 山

副隊長補 北村 貴久 札幌白豊 那美岐 羽 幌

副隊長補 森 芳嗣 余 市 蒲 生 余市港

副隊長補 豊野 孝徳 室 蘭 豊 岡 東室蘭

編集後記 バタバタと編集してようやく出来ました。誤字脱字

などあると思います。お詫び申し上げます。

活動報告は災救隊Gmailアドレス
sai9.hokkaido@gmail.com へ

急斜面で作業成果に大満足。


